
は　じ　め　に

（１）本稿の背景と目的

　本稿は、１８９８年から１９５０年戦後直後にかけて、ロシアから中国、日本、朝鮮に移動した

テュルク語系のタタール語などの言語を話す「タタール移民」に関して、彼らのコミュニ

ティをめぐる政治的・社会的状況の変化に注目しながら、５つの時期にわけてその歴史社

会学的な特徴づけを行うことを目的とする。

　本稿の論点は、次のようなものである。（１）２０世紀前半のアジアにおける「タタール移

民」の歴史を跡づける、（２）つぎに、「タタール移民」移住の歴史的推移を時期ごとに区

別してその意義を明らかにする、（３）各時期の「タタール移民」の数、男女比率、職業、

所在などを可能な限り明らかにする、（４）コミュニティのタイプとアイデンティティの変

化を分析し、最後に「タタール移民」移住の定義を確定する。

　さて、ロシア帝国からアジアへの移民に関する歴史研究は、ロシアのみならず、多くの

国々において、注目されている学問的トピックである。例えば、ロシアでの代表的な研究

である、ヒサムトヂノフの『太平洋地域と南アメリカへのロシアの移住』はハワイ大学の

ハミルトン図書館に保存されるロシア人移民資料から移民の個人データを大量に収集する

という高い成果をあげ、レビャキナの『中国へのロシアの移住――適応の問題（１９２０－４０

年代）』も同じ資料を用いて、移民コミュニティのタイプや人口の変化など社会学的側面

での成果をあげた１。確かに極東におけるロシア帝国からの移民の研究は進みつつあるが２、

「タタール移民」のコミュニティへの関心は依然として高くはない３。
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　そもそも、このアジアに向かったテュルク語系の言語を話す移住者に対する社会学的な

定義さえ、「テュルク・タタール」、「タタール・バシキル」、「ムスリム・ディアスポラ」な

どいくつかあり、いまなお確定されてない４。確かに、１９３０年までロシアに住んでいた大部

分のテュルク人の民族アイデンティティは、共通言語であるタタール語を使用しながらも、

民族による連帯意識よりは、宗教的な結びつきが優位を占めていた。それは、ロシアのテュ

ルク系タタール人コミュニティというよりは、「ムスリム・コミュニティ」ともいうべき

組織が設立されていたことがその根拠となる。確かに１９０４年ハルビンに創立した組織の正

式名称はロシア語で ����������	
����
��
���������
（ムスリム教協会）と名づけら

れていた５。しかし、筆者は次の歴史的事実を重視したい。すなわち、１９１７年７月、全ロシ

ア・ムスリム会議で、イデル・ウラル共和国の議会（ミッリ・メジュレス）の成立が宣言

された。同議会は、同年１１月ウファで「イデル・ウラル地方に住んでいる人々を“テュル

ク・タタール”と称する」との決定を下した。翌１９１８年４月でイデル・ウラル共和国６�政

府（ミッリ・イダレ）が解散したのち、移住を迫られたタタール人は「テュルク・タター

ル」と自称するようになった７。さらに、１９２３年のトルコ革命によってトルコ共和国が成立

すると、テュルク・タタール移民は民族主義的な影響を受けた。なぜなら、タタール移民

ユスフ・アクチュラは、日露戦争における日本の活躍に刺激され、１９０４年テュルク主義を

標榜する「三つの政体」という論文を書き、１９２３年にはトルコ共和国の大統領補佐官に就

任した８。このアクチュラの活動を通じて、テュルク・タタール移民はトルコ共和国が姉妹

国であると認識するようになり、自らも「テュルク・タタール・イデル・ウラル」の国を

作ることを民族的な課題として抱くようになったのである。

　この歴史的な経緯の重要な点としては、当時「テュルク・タタール」という名称は、宗

教的にはロシアのムスリムというアイデンティティを持ちながらも、民族的にはカザン・

タタール人だけに属するという意味ではなく９、広くテュルク系に属する民族全体を意味す

る概念だと考えられようが、こうした民族的な概念はいたって曖昧である。ただ移民コミュ

ニティを統合する要因の一つがタタール語であったにすぎなかった１０。実際、次項で説明

する本稿の基礎資料としてあげた『ミッリ・バイラク』、『ヤナ・ミッリ・ユル』はすべて

タタール語で発行されている。以上の理由により、本稿では、いわばイデル・ウラルとい

う生活圏を共通にしたテュルク系の複数の民族のうち、アジアに向かったタタール語を用

いる移住者に対して、「テュルク・タタール」という呼称を用いておくこととする。

（２）本稿の基礎資料

　こうした戦前のテュルク・タタールの歴史を復元するための素材として、当時のタター

ル語メディアに注目する必要がある。周知の通り、冷戦後、ロシア、中国、台湾、韓国な

どアジアの様々な地域で資料が公開され、そのうちタタールスタン共和国とハバロフスク

図書館に提出されたソ連の公安委員会の資料はとくに注目に値する。さらに、島根県立大

学メディセンターに収蔵されている「服部四郎ウラル・アルタイ文庫」には、「タタール
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人移民の古典書」１１�としての新聞『ミッリ・バイラク（��������������民族の国旗）』（１９３５

年～１９４５年、奉天で出版）があることを筆者自ら確認した。このほか、雑誌『エラク・シャ

ルク（������������極東）』（１９２０年～２４年、ハルビンで出版）や、東京で発行された雑誌

『ヤナ・ヤポン・モフビリ（��������������	
�
��新日本情報）』（１９３３年～１９３８年）、さらに

筆者がベルリンで調査した『ヤナ・ミッリ・ユル（����������������新しい民族の道）』（１９２９

年～１９３９年）などがある。これらのメディアには、アジアに向かったテュルク・タタール

移民の生活に関する記事が多く有益である。特に『ミッリ・バイラク』は、当時、極東テュ

ルク・タタール移民の「生きている鏡」と名付けられ１２、１９４０年代には「タタール移民の事

典」と呼ばれた１３。これらタタール語メディアの本格的な分析は別稿に委ねるが、以下、

本稿では適宜それらの記事から得られる情報を盛り込んでいきたい。

（３）テュルク・タタール移民史の時期区分

　これまでの研究の過程で、テュルク・タタール移民の歴史を以下の五つの時期に区分し

て説明することが適切であろうと考えている１４。

　第１期　１８９８年－１９１７年：テュルク・タタールのアジアへの移住のはじまり

　第２期　１９１７年－１９３３年：ロシアの圧力を逃れて

　第３期　１９３３年－１９３９年：民族主義の台頭

　第４期　１９３９年－１９４５年８月：弱められた民族主義

　第５期　１９４５年９月－１９６０年代以降：新天地を求めて

　彼らのアイデンティティを各時期によって明確に特徴づけることは可能と思われる。む

ろんテュルク・タタール移民のアイデンティティは、宗教的にはロシア・ムスリムであり、

民族的にはイデル・ウラル・タタール人としての要素をもつという複雑な構成であり、特

定のアイデンティティの特徴で論じることには慎重でなければならないだろう。しかし、

以下具体的に分析するように、テュルク・タタールのコミュニティを論じる場合には、こ

うした時期区分にもとづいたコミュニティの変化を強調することで、彼らの社会的位置づ

け、歴史的意義を考察することが可能となる。

　こうした試みは、筆者による独断ではない。例えば、エセンベルやドゥンダルなどトル

コ人研究者たちは、日本とトルコとの関係や日本イスラム関係史を研究する過程で、日本

の歴史（明治、大正、昭和）とトルコの歴史（オスマン帝国、１９２３年から共和国）の時代

区分を照合させ、テュルク・タタール・ディアスポラの歴史を三つの時期に区別してい

る１５。しかし、こうした時代区分による考察はあまりにも概括的にすぎ、テュルク・タター

ル民族のコミュニティと民族アイデンティティを研究対象とするならば、やはり移民コミュ

ニティそのものの変化に基づいて区別することが適切であると考える。

　なお、戦後から現在までを範囲とする最後の第５期では、グローバルな政治経済の変化

により、移民の活動もその範囲もより多様になる。東アジアのテュルク・タタール・ディ

アスポラがより国際的に活動の範囲を広げるばかりでなく、近年ではインターネットの普
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及によりヴァーチャルな空間でのコミュニティを形成する。それゆえ、戦後のテュルク・

タタール移民をめぐる問題は、本稿のように歴史社会学的な方法によるだけでなく、国際

政治学や情報社会学的な研究手法を用いる必要があり、稿を改めて論じたいと思う。

第１期：テュルク・タタールのアジアへの移住のはじまり

　テュルク・タタールがアジアに移住する契機にあたる時期は、１８９８年中東鉄道設立の決

定から１９１７年のロシア革命勃発までで、これを第１期と設定したい。この時期、満洲へ来

た最初のテュルク・タタールの開拓者はシェイフッラ・バイチュラであった１６。テュルク・

タタール移民、とくにペンザやカザンからの移民は、１９０４年にハルビンでムスリム・コミュ

ニティを設立した１７。ヒサムトヂノフの研究によれば、ビクバエフがこのコミュニティの

創設者だったことが確認される１８。

　こうしたムスリム・コミュニティは、１９世紀末から２０世紀初頭にテュルク・タタール移

民の中産階級の中に出現したが、コミュニティの結合力として民族的な結合よりも、宗教

的な紐帯が優位を占めていた１９。このことから、テュルク・タタール移民のアイデンティ

ティはムスリム思想とイスラムのアイデンティティに結び付けられよう。それゆえ、この

２０世紀初期のロシアやハルビンのテュルク・タタール移民コミュニティも、「ロシアのム

スリム」というアイデンティティで説明できると考える２０。

　第１期は、ロシアにおけるアジア系民族がロシア帝国の植民地主義に対して民族運動を

勃発させたことを特徴とする２１。この民族運動を促す外的契機となったのは、１９０５年のロ

シアに革命の刺激を与えた日露戦争勃発とロシアの敗北である２２。１９０５年以前、民族語の

新聞などを出版することはロシア帝国政府が許さなかった。しかし、１９０５年には四つのタ

タール語新聞が刊行され、次の１９０６年に更に１６のタタール語新聞が刊行された２３。

　一方、テュルク・タタール移民がロシア帝国の民族政策を改革するために東洋から来る

援助２４�に希望を持ち得たことは、その内的契機となったと考えられる。実際、その時、世

界のムスリムと同様、テュルク・タタール移民も日本に対して親近感を抱いた２５。実際、

１９０４から１９０５年まで、つまり日露戦争中には、大阪郊外の泉大津市にあるロシア兵士の捕

虜収容所では、イスラム聖職者（ムッラ）がいたと、イブラヒムの日記に記されている２６。

そこには、この収容所とモスクに関する書簡が、日本の天皇からロシア皇帝へ送られたと

言及されているのである２７。日本人に対する親近感をもったロシア帝国にいたトルコ人グ

ループ２８�は、日本に向かい、日本をアジア人の擁護者とするべく活動した。例えば、ラシ

ト・イブラヒム２９�というテュルク・タタール移民ムスリムが１９０２、１９０３－０４３０、１９０９年にカ

ザンから日本に来た３１。彼は、日本とトルコ、日本とイスラム、日本とタタールに関する

ホスト役を見事にこなしたことが分かる。１９０９年２月から７月にかけて彼の来日訪問はもっ

とも効果的だった。イブラヒムは反ロシア・反イギリスの立場である「アジア・イスラム

同盟」設立の可能性を調査する目的で来日し、首相や外務大臣の経験者たち、例えば伊藤
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博文（首相在任１８８５－８８、１８９２－９６、１８９８、１９００－０１）、早稲田大学の創立者大隈重信（外

務大臣在任１８８８－８９、１８９６－９８、首相在任１８９８）、土方久元宮内大臣、黒竜会の代表者など

と会った３２。というのも、イブラヒムは、ロシアの圧力に対して援助してくれる可能性の

ある国を探していたためである。日露戦争における日本の勝利で、ロシア、イギリスに対

して反植民地主義的な亜細亜同盟を作る可能性が起こったため、彼が援助国として想定し

たのはオスマン帝国、ドイツ、日本だった。イブラヒムの考えによれば、亜細亜同盟など

の組織を結成するためには、日本がイスラム教を国家宗教とすることが必要だった３３。

　日露戦争の勃発から、日本は、テュルク・タタール移民に対して関心を持ち始めた。戦

争中には、日本軍、とくに情報機関の関係者は、タタール民族主義を利用できると考えた。

その中心人物は、大原武慶と山岡光太郎（後に日本人ムスリムのハッジ第一号３４）だった３５。

イブラヒムは、１９０８年に大原に会い、日本でのモスク建設を提案した３６。一方、大原武慶

は１９０９年６月７日「亜細亜義会」を設立し、山岡と共にイスラム教に改宗した３７。筆者は、

彼らが日本におけるアジア主義的な思想とイスラムの考えを統一する最初の勢力だったと

考える３８（１９３２年に満洲国が成立した時、ようやくその統一が実現した３９）。

　イブラヒムは、１９３３年から日本に移住し、東京モスクのイマームとしてムスリム・コミュ

ニティの生活を研究し、イスラム教を宣伝して、ヨーロッパとアジアを回った４０。彼の目的

は日本人をイスラム教に改宗させることにあった。その空想的な目標は実現されなかった

が、彼の活動によって、日本ではイスラム文化を認める世論が喚起された４１。こうして、

その後来日したロシアからのムスリム移民（その大部分はタタール人やバシキル人であっ

た）が、日本人に容認されることになった４２。

　その後、ロシアから日本に来たムスリムたちの活動はめざましかった。１９２７年東京に民

族学校を設立し、１９３５年神戸に日本で最初のモスクを建設し、さらに１９３７年に名古屋、

１９３８年には東京でもモスクを建設した（名古屋以外のモスクは修築されているにせよ現存

する）。１９４４年以前、東京のムスリム・コミュニティのイマームたちのなかには、ラシト・

イブラヒム（彼は東京の多磨墓地に埋葬された）を含むムスリムがいた４３。彼は、テュル

ク・タタール移民の移住の第一期において、日本人にイスラム教とテュルク・タタール移

民の存在を示す役割を果たした。

　ただ、ロシア革命までの第一期において、アジアを訪れたテュルク・タタール移民は決

して多くなかった。彼らのほとんどが男性の商売人で４４、ロシアの影響下にあった満洲の

ハルビンのような都市にだけ居住していた４５。この時期の移住は、ロシア人以外の民族に

対するロシア帝国の否定的な政策が原因となって起こったといえる。ハルビンのイマーム

であるイヤツラ・セリフメトの下にあったモスクやコミュニティ４６�も、ロシアから来たム

スリムの一分派と考えられ、特別の民族的アイデンティティがなかったと思われる。当時

のテュルク・タタールのコミュニティは、イマームというイスラム指導者によって運営さ

れたムスリム・コミュニティ（アラビア語で「マハッリャ」という）であったと考えられ
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る。「マハッリャ」の中心にはモスクがあり、宗教的な自治性を持つムスリム・コミュニ

ティとして、行政上の町、村などに重なる組織だった４７。同時に、テュルク・タタール移民

は、将来の協力と支援のために個人関係に基づいた友好的な「イスラム・サークル」を設

立したのである４８。

第２期：ロシアの圧力を逃れて

　つづく第２期は、１９１７年ロシア革命から１９３３年末までに設定したい。ロシア革命は、ア

ジアで将来の不安な運命を持っていた人たち、例えばロシア帝国領内のエスニック・グルー

プの多くをディアスポラへと変化させた。同時に、彼らからロシア人としてのアイデンティ

ティを失わせると共に、あらたなトランスナショナル・アイデンティティを形成させるこ

とになった。テュルク・タタールもこの新しい時代にあって、１９２３年の関東大震災後、ハ

ルビンのムスリム・コミュニティを、日本、そして朝鮮にも設立しようと試みた４９。１９２７

年、ハルビンのイマームだったイヤツラ・セリフメトが亡くなると、東京のムスリム・コ

ミュニティのイマームだったクルバンガリ５０�が、アジアにおけるテュルク・タタールの

リーダーになった。その結果、コミュニティの活動拠点は、ハルビンから東京に移され

た５１。当時のアジアにおけるテュルク・タタール移民の正確な数は不明であるが、「日本に

いるテュルク・タタール移民は約２千、満洲と中国には約７千人であろうと言われている」

との記述がある５２。また別の記述では、１９３５年にはその数が１万人にものぼったとある５３。

　１９３０年初頭には、テュルク・タタールは、あらたに満洲国という新国家の建設に直面す

ることになった。日本人は満洲国の建設を通じて、満洲の自治的な移民コミュニティに初

めて接触することになった。日本人はこの経験によって、当地での民族政策を整理する必

要があることを認識するにいたった。

　テュルク・タタールの移住は、一面で反ソビエトの性格をもっていた。そのため、彼ら

の民族コミュニティを統御することは、日本の対ソ政策の目的に合致することになった。

エセンベルによれば、１９３０年初頭に「共産主義に対するアジアの砦」としてムスリム・コ

ミュニティを用いる日本のイスラム政策が始まった５４。他のロシア人ディアスポラと比較

すると、テュルク・タタール移民たちは商才に長けていたため、関東軍はこれを利用する

ことに熱心になったのであろう５５。彼らの長けた商才によって数年のうちに形成された広

い世界的な商業ネットワーク（フィンランド、オスマン帝国、フランス、ベルギー、アル

ゼンチン、満洲、中国、朝鮮を結ぶ）５６�が情報収集ネットワークとして利益をもたらすと

関東軍側は考えていたのだと考える５７。

　トルコ人研究者エセンベルによれば、明治時代末頃（１９００－１９１１）、アジア主義を標榜

する日本人がムスリムの代表と一緒に日本で「イスラム・サークル」を設立したという５８。

この「イスラム・サークル」は、ラシト・イブラヒムの友人だった大原武慶、山岡光太郎

など「亜細亜義会」のメンバーだったと考えられる。このサークルの活動は、第二次世界
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大戦前までの日本政府の回教政策に、少なからぬ影響を与えた。また、冒頭であげた１９３０

年代に現れたイスラム研究と中央アジアの研究ブームの原因としては５９、在日テュルク・

タタール移民の活動が影響したと思われる。

　関東軍は、テュルク・タタール移民を利用するために、分散していたコミュニティを、

まずイスラム教の下に統一しようとした６０。しかしながら、クルバンガリの影響力６１�によっ

て、この宗教的な統一は実現できなかった。その時、日本はイスラム教徒が住んでいる領

土を支配するためにアジア主義とイスラム主義を合併する必要があった。そのために、１９３３

年にトルコからラシト・イブラヒムを招待した６２。そこで、関東軍は、ほかの民族コミュ

ニティに対してと同様、テュルク・タタールの移民コミュニティを民族的に統一すること

が最も効果的だと判断した６３。

　当時、政治に積極的なテュルク・タタール移民のグループは、ソ連において「イデル・

ウラル」という自治州の独立を宣言した「ザブラク共和国」が失敗したため６４、タタール

人移住者の中央機関をポーランド大統領ピルスドスキ（１９０７年からイスハキの友人であっ

た６５）の援助を受けて、ワルシャワに設立した６６。のち、この機関はドイツが台頭したとき、

自分たちの独立運動を支援してもらうためにベルリンに移転した６７。そして、１９３３年１１月

「イデル・ウラル国独立のための委員会」�（����������	
�����������������
�
）�は、極

東における民族の文化発展へと方向を変更するために、ベルリンに住んでいた独立運動の

リーダーのアヤズ・イスハキを日本へ送った６８。彼のこの目的は、結局のところ関東軍の

目的と一致した。つまり、当時のタタール人移住者たちと関東軍は、互いに利用されて、

また互いの力を利用する目的を持っていた。

　以上のように、第二期のテュルク・タタールの移民の特徴は、ロシアから政治的な圧力６９�

をうけて移住を余儀なくされた人たちだった。この時期、アジア各地に移住したテュルク・

タタール移民の総人口は約１万人にのぼったという７０。ハルビンのイマーム死後、東京が

テュルク・タタール移民の拠点になったので、彼らは日本に対して政治的にも文化的にも

親近感を抱くようになったのである７１。

　これらテュルク・タタール移民の職業は、大半が商売人や軍人であったが７２、男女比率か

らいうと女性が多く、また子供たちをつれた家族が多かった７３。コミュニティ内部では、

民族学校を設立し、出版物を刊行した。こうした出版物の刊行にはたした女性の役割はと

くに重要であった。というのも、子供たちの人数も増え、彼らの教育水準を高める必要を

痛感していた女性たちは、学校と出版社での活動を開始したからである。こうした印刷物

を通じてテュルク・タタール移民の民族意識は、おのずから反ソビエトと反共産主義的な

ものへと傾斜するようになった。とはいえ、この時期、民族独立運動をするための移住者

の組織は完成しておらず、民族的なリーダーもいなかったので７４、テュルク・タタールのコ

ミュニティは微力だったと言わざるを得ない。

戦前の東アジアにおけるテュルク・タタール移民の歴史的変遷に関する覚書

―　　―��



第３期：民族主義の台頭

（１）「イデル・ウラル・テュルク・タタール文化協会」の成立

　イスハキが来日した１９３３年１１月頃から、第二次世界大戦の始め（１９３９年９月）頃まで、

すなわちアジアにおいてテュルク・タタール移民が民族主義的な運動を行う時期を第三期

としたい。この時期、とくに１９３４年から１９３９年にかけて、アジア各地では、以前に作られ

たムスリム・コミュニティが組織の名称を変更して、ヨーロッパと同じように、東京と神

戸を皮切りに「イデル・ウラル国独立のための委員会」という組織を創り７５、その他各地

にも同様な組織ができていった７６。しかし、関東軍は、アジアにおける「道徳的な理由」

で、「独立」という言葉を使わずに、「文化研究会」と改名するよう要求したので、その組

織は正式には「イデル・ウラル文化研究会」と名づけられた７７。この「イデル・ウラル文

化研究会」は、イスハキ支持者の組織であったと考えられる。実際、１９３４年東京市渋谷区

にできた「イデル・ウラル・テュルク・タタール文化協会」（１５名）は、「東京回教協会」

と対立した状態にあった７８。また、神戸にいたテュルク・タタール移民は、１９３４年５月、最

初の会議を開催した７９。この会議では、日本にいるテュルク・タタールが統一して宗教的

民族的な本部を作り、東アジア各地にいるテュルク・タタールたちとの統一会議を準備す

ることが決議された。その他、この会議は、自分たちの民族の墓地、学校、図書館などを

整備し、テュルク・タタールと日本人との相互理解という対策をとり、民族の財団を設立

し、青少年の民族教育を重視することを決めた８０。

（２）奉天で『ミッリ・バイラク』刊行

　こうして、１９３５年２月、満洲の奉天で、第一回「極東イデルーウラル・テュルク・タ

タール会議（タタール語で���������	
����
���������	����	������������	�
�����	����）」が

開催された８１。この会議では、アジアにおけるテュルク・タタール移民の週刊新聞『ミッ

リ・バイラク』の発行を決議し８２、これは１９３５年から１９４５年まで発行されることになった。

アヤズ・イスハキは、この『ミッリ・バイラク』という新聞に、１９３５年から５年間、１４件

の記事を執筆したことが確認できる８３。イスハキは、この新聞を、民族の統一と運動活動

のための「主たる文化的な道具」と呼んで、おもに民族運動に反対するクルバンガリとイ

ブラヒムについての批判記事を掲載した８４。例えば、第１８号（１９３６年３月１３日）の記事「翻

訳（������������	��
��������	��）」では、アジアにおける民族運動の重要な目標として、

統一と民族文化の維持をあげ、奉天の委員会を支援する必要性を述べている８５。また、ロ

シア人を赤（共産主義者）、白（白い軍隊者）、黒（君主国主義者）の三種類に分けて、こ

れら皆に反対を唱えた８６。第３７号（１９３９年８月１８日）の記事「民族的な原則の主張（������

��������	
�
���
������）」では、タタール民族の三つの基本的な原則、すなわち反国際主

義や反マルクス主義、イスラム教や反無神論、反ロシア主義を主張した８７。イスハキは

『ミッリ・バイラク』刊行一周年記念のための「『ミッリ・バイラク』の一年」という記事
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で、この新聞の役割と目的に関して次のように述べた。「ミッリ・バイラクは、将来にも

民族を守るように歴史的な役割を示す」。彼は、刊行二周年記念のための記事でも、次の

ように述べている。「この新聞は極東におけるテュルク・タタール移民の喜びと悲しみ、

期待と心配が反映している鏡になった。『ミッリ・バイラク』は、成長して、極東におけ

る人々と組織のための民族的な宝と指導者ともなった。これは彼らのために大事なものに

なった。新聞は移住先で生きて延びている人々の人生の歴史となった。『ミッリ・バイラ

ク』は他のトルコ系民族の移民には、刊行物の間で尊重させる位置を占める」８８。こうした

主張が、イスハキや『ミッリ・バイラク』の論調を代表するものだった８９。

　『ミッリ・バイラク』の記事を分析すると、テュルク・タタール移民のコミュニティの所

在、数、指導者の名を確認できる。欠落もあるが、表１を参照いただきたい。
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《表１　北東アジアのテュルク・タタールの移民コミュニティ��》

人口数
（１９４５．９）��

人口数
（１９４２）

人口数
（１９４１）

資　　　産
コミュニティ
発足時期 �

場　所

�５０－５００－１９０４満 洲

約５００－－学校２、モスク１－ハ イ ラ ル

約５００５００６００
学校２（１９０７、１９１３）、慈善機
関（１９３７）、保育所（１９４１）、モ
スク（旧�１９０７、新１９３７．１０．１５）

１９０４（ムスリム・
コミュニティとし
て）

ハ ル ビ ン

��０－－建物－��������	��
�

�９０－－建物、モスク�（������）、墓地－奉 天

－－－－－新 疆

�７０－－－－吉 林

－－－－－大 連

２００－－モスク（１９３５．０８．０２）－神 戸

�４０－－
モスク�（����１９３８������２０００）、
学校

１９２７年
（１９２３年？）

東 京

�５０�５０�５０モスク（１９３７．０１．２２）１９３１．０３．１９名 古 屋

－－－－－熊 本

２００－１２０�２００－１９２５年上 海

－－－墓地（１９３３）、学校（１９３２）１９２８年５月８日天 津

１００�１２０－－
モスク（１９２６）、学校“ノグマ
ニヤ（���������）”、墓地

１９２３年以降京 城

－－－－１９２３年以降釜 山

［注］本表はいまだ不完全であるが、参考までに。
���これらのデータは、ほとんど『ミッリ・バイラク』（１９３５－１９４５）から。
���これらのデータは、����������	
������
����（����������５��１９４５�）から。



　また、テュルク・タタール移民は、世界的な組織を作ることを目指して、西洋とアジア

との関係を接密にするために１９３５年から１９３９にかけてベルリンで『ミッリ・ユル』を出版

し、奉天の『ミッリ・バイラク』との関係を強化し、毎刊に互いの記事を掲載しあった。

（３）東京で『ヤナ・ヤポン・モフビリ』刊行

　ほぼ同じ時期、東京にきていたテュルク・タタール移民のもう一人のリーダーであるク

ルバンガリは、『ヤナ・ヤポン・モフビリ（新日本情報）』という月刊雑誌を発行した。発

行期間は、１９３３年から１９３８年である。クルバンガリは、コルチャーク将軍とセミョーノフ

将軍のムスリム軍隊の指揮官を務めていたことがあり９０、極東へ来たときの彼に対するテュ

ルク・タタール人コミュニティの評価はさまざまであった。一方で、リーダーとしての能

力を持つクルバンガリは、実質的に東京のムスリム・コミュニティを創設する役割をはた

した。他方では、自分に対立する移民に関する密告を警察に提供していたので、彼に反発

する者は多かった９１。ただ、彼は、タタール民族の独立運動の推進よりも、ムスリムとし

ての運動の発展を望むカヂミスト（保守主義者）であることを重視しており、民族主義を

標榜するイスハキと対立していた９２。日本軍部は、この両名のタタール人リーダーの対立

は、テュルク・タタール移民を合体するためには障害となると考え、１９３９年にクルバンガ

リを日本から満州国へ送還した９３。

（４）日本およびソ連におけるイスラムへの関心

　１９３０年代後半より１９４５年にかけて、日本で活動したイスラム関係機関、及びそれらが発

行した雑誌としては、回教圏研究所（『回教圏』）、大日本回教協会（『回教世界』）、外務省

回教班（『回教事情』）、東亜経済調査局（『新亜細亜』）、東亜研究所、太平洋協会などが確

認できる。このような研究所、研究グループが成立し、定期刊行物を出版し始めるという

状態は、日中戦争勃発を契機として１９３７年直後に集中している。その当時の状況は、別の

面では、１９３８年の東京での全世界回教徒第１次大会などからもうかがえる。

　板垣雄三によると、回教圏研究所は外務省の回教班と非常に密接な関係を持ったが、政

治とは無関係であり、当時のイスラム関係の諸研究機関のなかではアカデミックな機関で

あったという９４。回教圏研究所が発足した１９３８年から１９４５年まで所長を務めたのが、トル

コ学の先達であり指導者であった大久保幸次だった。彼は、テュルク・タタール移民から

も友人として尊敬されていた９５。

　ソ連では、公安委員会がテュルク・タタールの動きに関心を寄せていた。１９３８年にカザ

ンで「反ソビエト・反革命・パンイスラム的な」「イデル・ウラル」という組織に対して

監視を強めた。なぜなら、ソ連政府は、タタールスタン自治国９６�のタタール人に、民族運

動の影響が及ぶのを阻止したかったからである。現在のタタールスタン共和国の国家公安

委員会保管所には、１９３８年に書かれた三冊からなる『反ソビエトであり民族的な中産階級

のスパイ・反乱の「イデル・ウラル」という組織に対する事実集』という資料が所蔵され

ている９７。この資料は、民族独立を目指した国内の活動家や移住者との関係で逮捕された
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４０人くらいの尋問記録である。これには、「イデル・ウラル」組織に対する裁判の目的の

一つは民族運動を削除することである、と記されている。また、タタール人の民族独立運

動は、ソ連に対して危険であると決め付けているのである９８。つまり、ソ連の民族政策は、

民族の発展を無視して、階級の相違を重視する理念に従っていたので、テュルク・タター

ルのイデオロギーは危険思想だと考えられたのである９９。

　この第３期のテュルク・タタール移民の活動をまとめると、民族的なアイデンティティ

に傾斜していたことを指摘できる。この頃から、アジアにおけるテュルク・タタール移民

は、「テュルク・タタール・イデル・ウラル人」と正式に呼ばれ始めた。そのうえ、「イデ

ル・ウラル国独立のための委員会」の設立は、タタール人が強い民族意識にめざめたこと

を明らかにしている。この時期、全世界のテュルク・タタールたちを統一させるための民

族主義的なリーダーとしてアヤズ・イスハキが頭角を現した。アジアにおけるテュルク・

タタール移民は奉天の中央委員会を中心にして、新聞『ミッリ・バイラク』を通して統一

されていった１００。各地のコミュニティは、制度化された民族組織になった。しかし、この

コミュニティは民族独立という政治的な目標を持っていたために、全民族の政党と言うこ

とはできない。

第４期：弱められた民族主義

　第３期の末、１９３９年頃、ドイツに移っていたイスハキは、第二次世界大戦初期のドイツ

の社会状況やポーランド侵入などのドイツの対外政策に失望し１０１、イギリス経由でトルコ

に移った。その時から第二次世界大戦終わりにかけてテュルク・タタール移民の歴史の第

４期になると考える。この時期、あらゆるテュルク・タタールはドイツや日本に利用され

たといえる１０２。例えば、ドイツでは、１９４２年に「オスト・レギオン」という民族部隊に、

「イデル・ウラル」というタタール人特殊部隊が作られた１０３。その部隊を創り指導するた

めに、ドイツ指揮官の代表者は、当時トルコに移っていたイスハキを訪ねたが、イスハキ

はドイツと日本の政策に反発して、それを断った１０４。このとき、満洲国にも、ロシア人移

民による特殊部隊が作られ、タタール人も参加していた１０５。

　１９４１年８月２８日から３１日にかけて奉天で、「第二回東アジア・テュルク・タタール会議

（ロシア語１０６）���������」、「第二回極東イデルーウラル・テュルク・タタール・ムスリム人

会議（タタール語で ���������	
����
���	��������������	����������	�
������������１０７）」

（クルルタイ）が、「ハルビン日本軍（����������	
���
�����������������）柳田将軍

による保護と奉天日本軍長（���������	
���	��������������������������）の親切な

協力によって」、開催された。その会議宣言では、テュルクやムスリムと、アジア民族と

の間の歴史的関係を強調している１０８。この会議は、「コミンテルンに対して敵意のある態

度を述べて、大東亜の国民と一緒にその共同の大敵と戦うこと」１０９�を決定した。テュルク・

タタールはみずからの民族意識を弱めながらも、自分たちを利用するドイツや日本に対し、

戦前の東アジアにおけるテュルク・タタール移民の歴史的変遷に関する覚書
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しだいに失望していった。そうして、彼らはアジアから他の国々へ移動する方法を模索し

始めるようになった。

　こうして、第二次世界大戦でテュルク・タタールが戦争に動員されると、彼らのコミュ

ニティは急速に弱体化していった。タタール民族のリーダーであったイスハキは、１９３６年

にヨーロッパへ戻り、１９３９年にはイギリスに移り、１９４０年にはトルコへ移動したので、

１９３９年以降民族運動を指導できなかったと思われる。実際『ミッリ・バイラク』へ記事な

どを送ることも止めたようである。ただ、『ミッリ・バイラク』自体は、東アジアにおけ

るテュルク・タタール移民に関する情報を１９４５年３月まで流し続け、コミュニティの存続

を支えた。第二次大戦末からタタール人移住者は、おもに三つの国々、すなわちトルコ、

アメリカ、オーストラリアへ向けて移動を開始し始めていた。

まとめと課題

　本稿による以上の分析から、東アジアにおけるテュルク・タタール移民の内面的と外面

的意義を明らかにできたと考える。

　その内面的意義は次の通りである。東アジアにおけるテュルク・タタール移民は、国境

を越えたトランスナショナル・ディアスポラとして、日露戦争以降、５つの時期に渡って

構成された。その過程で、日本人、とくに日本軍、政治家・政治団体、宗教結社は非常に

重要な役割を果たした。タタール人たちは、民族国家の建立のために、コミュニティにお

ける自治組織、メディア媒体、世界のタタール人ディアスポラとのネットワークを重視し

たのである。すでに述べたように、社会学的な見地からみると、テュルク・タタールのコ

ミュニティは、ムスリム・コミュニティでありながらも、テュルク語を共通言語とするイ

デル・ウラル出身者たちとして特徴づけられる。

　外面的意義は次の通りである。上述した、テュルク・タタール・コミュニティは、その

変容の過程でホスト社会である日本にもイスラム教と文化を紹介するなどの影響を与えた。

同時に、彼らも、日本のアジア主義思想に刺激されるとともに、日本の大陸政策の犠牲者

となった。テュルク・タタール・コミュニティは、自分のトランスナショナル・ネトワー

クを通じて日本・トルコや日本・イスラム関係の発展に影響を及ぼした。文明論的な立場

から結論づければ、こうしたタタール人ディアスポラの存在は、反植民地主義的な立場に

立ち、日本と同盟してロシア、イギリス、ソ連に対立しようとする存在だったと考えられ

るだろう。

　本稿で充分に検討できなかったタタール語メディア『ミッリ・バイラク』や『ミッリ・

ユル』などの分析は、別稿を準備している。また、日本、朝鮮、中華民国におけるタター

ル人コミュニティの動向についての検討も、今後の検討課題となろう。
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注

１）����������	
��２００１�����������	
��２００１�２�����������２００２�

２）���������１９９４��２��６２����������１９９４��５２�５５�����������	
�１９９７��������１９９９����������２００１��

�������２００１����������	�２００３。

３）�レヴャキナは、北東アジアにおけるロシア人移住を「ロシア地域的なディアスポラ」と名づ

ける。���������２００２��７０�を参照。

４）�バシキル人研究者ユーヌソヴァが日本にいるタタール人移民の概念を確定する理由としては

このコミュニティのリーダーであるクルバンガリの民族性がバシキル人だということにある

（��������２００１�）。筆者は、日本に住んでいるタタール人移民に対して、ユーヌソヴァの指摘

は尊重するが、極東にいるすべてのタタール人移民にこの定義を使用すべきではないと思う。

なぜならば、ガイネトヂノフは、極東におけるタタール人移民が「テュルク・タタール移民」

という定義を使用する際に、タタール人とバシキル人を統一していたと強調し、ロシア国家

公安委員会保管所に残っているその時代の資料で「テュルク・タタール移民」という概念も

使用しているからである（��������１９３５�）。

５）����������	
��２００１�２��５３。

６）�イデル・ウラル共和国（イデル・ウラル・シタトあるいはボルガ・ウラル・シタト）はロシア

連邦におけるタタールとバシキル民族国家の仮定形として１９１８年３月１日に宣言される予定

だったが、同地方のボルシェヴィキ政権との対立によって実現されなかった��

� �１９９８��５９９）。

７）��������１９９３��４６�

８）�アクチュラ（��������	�
��１８７６�１９３５）。テュルク・タタールの政治家。１９０８年以後トルコ

に移住し活動した。１９２３年にトルコ国会の議員、トルコ大統領の補佐官。イスタンブル大学

教授、トルコ歴史協会の会長（１９３１）（� �１９９８��２３）。アクチュラは

「三つの政体（��������	
��
�����）」という論文で、オスマン帝国を改革するために三つの政

体（イスラム主義、テュルク主義、フランス民主主義）を分析している（�������１９９４）。ア

クチュラ自分自身は、どちらの制度を選ぶべきかについては言及していないので、この論文は

テュルク主義のマニフェストであると言われている（参照：���������	�
������	��
	�������
	

�����������	�
������
������������������������	

����������������	��������������	�
����������

（��������２０００��１７８�９）。

９）�イスハキは、『イデル・ウラル』という小論で次のように述べている：１９１７年１１月のミッリ・

メジェレス（民族議会）の判断によれば、「イデル・ウラルに住んでいるすべてテュルク語族

人はテュルク・タタールを呼び始まった」（�������１９９３��４６）。同論ではクリミア・タタール

人も「テュルク・タタール」と呼ぶ（�������１９９３��４４）。

１０）�日本におけるトルコ学の先達であり指導者であった大久保幸次の説明によると、「ハルビンで

普通『タタル人』もしくは『韃靼人』と称せられているものは、全くトルコ民族に外ならぬ

のである」。この指摘によると、「テュルク・タタール」という概念は、当時の日本人研究者

にとって民族的なタタール人だけを意味するものではなかったことがわかる（大久保�１９２４��

４５�５０�）。

１１）�アフノフが『ミッリ・バイラク』を「タタール人移民の古典書」と名づけた一つの理由は、
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トルコにおいて『ミッリ・バイラク』の記事が人々に影響を与えるのを危倶したアタテュル

クがその配達を中止することを命じた書状（１９３６年４月１５日）によるとしている（�������

２００４��６４）。

１２）������������	
���５１��６．１１．１９３６���������	��
�������������������������

１３）��������２００４��６４�

１４）�バキチュによるロシア人移住史研究を参考にした（�������２００２��１）。

１５）���������２００４���������２００４��を参照のこと ��松長昭も、�������や��������と同じ歴史の時代

区分に基づいている（����������２００４）。

１６）����������	
��２００１��４３。バイチュラと後述するイスハキに関しては、１９３４年８月２８日、イス

ハキがハルビンを訪問した際、イスハキの「ジャン・ボエヴィチュ」という劇曲に参加した

という記事がある（����������������１９３４、��１１�����１８）。また、同年１０月１８日、ハルビンで

「イデル・ウラル文化研究会」の中に青少年サークルを設立する会議に参加したとき、この青

少年サークルの会長には��バイチュラが選ばれたが、彼はバイチュラと親戚関係にあったと

考えられる。（����������������１９３４、��１２、���２９���������	
�������������������������������

����������	
�
�	��	��������������������）�

１７）�同上。

１８）����������	
��２００１�２��５３。ビクバエフ（ビクバイ）は、１９３４年８月イスハキの奉天訪問中に、

奉天の「イデル・ウラル文化研究会」が設立された際、この研究会の会長に選任された

（����������������１９３４、��１０�����３０���������	�
�����������������
	������）�

１９）�イスハコフは、１７世紀から１９世紀にかけてカザン・タタール人がロシアにおけるムスリム思

想を発展させた、と記している（��������２００４��７）。また、ハブトヂノフは、１９００年代初め

に来日したテュルク・タタール・ムスリムのラシト・イブラヒムの１９０７年のつぎのような言

葉を引用している、「私たちにとっては（アイデンティティとは－筆者）宗教と「ミレット

（民族）」が統一したものです」（��������	
�２００３��５０�）。

２０）�イスハコフも、「ロシア・ムスリムは『歴史的に宗教・文化・民族・領土的な社会の団体』」

であり、その「主な目的はロシア社会におけるイスラムの役割と機構化だった」と述べてい

る（��������２００４��５）。

２１）���������	�２００２��４６。

２２）�イスハコフは、その時代のロシア・ムスリムの意識を作る原因として次の五つを述べる。汎

スラブ主義、汎ドイツ主義、日本の勃興、ロシア議会の出現、トルコ共和国の誕生（��������

２００４��３２）。

２３）���������	�２００２��４６。

２４）�イスハキはテュルク・タタール人が「ロシアに対する日本の勝利を喜んだ」と述べた。（������

�������４）。

２５）�イブラヒムは１９０９年４月１８日東京で行った講演で次のようなことと述べた、「� 日本人のム

スリムに対する友愛の感情は片方にだけではなく、双方に認められたのです。日露戦争が始

まるやいなや、全世界のムスリムは心の底から日本の勝利を祈ったものです。」（イブラヒム�

１９９１��２９９）。

２６）�イブラヒムは大阪のタタール捕虜兵のことを横浜の日本人に教えてもらったと記している（イ
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ブラヒム�１９９１��３４４）。

２７）�筆者はこのことを、１９３４年に東京で生まれ、現在カナダに住んでいるタタール人移民アヤズ・

アギから教えられたが、これを確認する資料は今のところ見つかっていない。

２８）�例えば、イブラヒム、ムサ・ビギエフ、アヤズ・イスハキ、ユスフ・アクチュラ。ユスフ・

アクチュラにとって日本の勝利は有名な「三政治的な体制」の文章を作る理由になった。こ

の文章の意義は、トルコ主義の誕生を示したところにある（��������	
�２００３��７８）。

２９）�「アブデュルレシト・イブラヒム」とも書かれるが、筆者はタタール語の発音に準じてラシト・

イブラヒムと表記する。 ��１９９８�����２１４�

３０）�ラシト・イブラヒムは、反ロシアの宣言をしたことにより、１９０４年日本在住のロシア大使の

要求で国外追放となり、イスタンブルで捕えられた（������２００３��１０１���１０�）。１９０２年以前の

日本人との関係については不明である（��������２０００��２３６���１５�）。１９０９年の再来日について

は、イブラヒム１９９１�

３１）�彼は１９０６－０７年ロシア・ムスリム会議の元となったイッチファク・アリ・ムスリミン党の中央

委員会会員で、雑誌・新聞の発行者だった� �１９９８�����２１４�

３２）�������２００３��８９、イブラヒム１９９１��７１�１６５�

３３）�イブラヒム１９９１��１３４�１４４��イブラヒムは、基本的には、民族主義と宗教を紛争の手段として

ではなく、反植民地主義の戦略として利用できると考えた。彼は、伊藤博文前首相に対して、

宗教的な統一は広い地域に及ぶと説明した。１９０８年、オスマン帝国が崩壊したとき、イブラ

ヒムは、アジア主義思想を振り返り、汎イスラム主義と汎トルコ主義の立場にたった。しかし、

１９３０－４０年代、日本にいたときは、日本国内の状況の変化によって汎アジア主義の考えに戻っ

た。

３４）�１９０９年に山岡光太郎はイブラヒムと共に大巡礼（メッカの巡礼）をおこない、ハッジとなっ

た。

３５）�山岡光太郎（１８８０．０８．７－）は広島県福山市の出身で、１９０３年東京外国語大学ロシア語課程を

卒業した。その後、日本の情報局員として任官し、ロシア軍隊について情報を収集するため

に満洲に送られ、大原隊長の下についた。大原武慶は、山岡と同様に福山市の出身で、親し

い関係にあった。この二人は、ロシアに対して戦略的に（情報収集を含め）、テュルク・タ

タール移民を利用しようと考えた。

３６）����������２００３��１０８�　イブラヒム�１９９１��３４０。日本で最初のモスクは神戸に建設され、１９３５年

８月２日に開かれた。

３７）�イブラヒム�１９９１��３６１�３６２��亜細亜義会は、辛亥革命後「大亜義会」と改称し、満州の奉天に

本部を移した。

３８）�������２００３��８８�

３９）�そのために、イブラヒムは、１９３３年トルコから日本政府に招待された。

４０）�イブラヒムは、さらに東南アジアのイスラムの歴史とタタール人の政治や歴史に関する本を

著した（��������	
���１９９８��２１４）。また、１９０８年には伊藤首相と会ったという（������

２００３��８９）。

４１）�１９０８年イブラヒムが来日したとき、彼は軍人や民族主義者と会い、その一部をイスラム教に

改宗させた。この点については、���������２００３��１０５�１２１�を参照のこと。
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４２）�小村不二男は、とくに黒竜会・玄洋社とクルバンガリとの関係によって、タタール人が日本

に容認されたのだと述べている。また、小村は、日本でイスラムの活動を行うタタール人亡

命者の歴史を１９２８（昭和三）年からだと指摘するが（小村�１９８８��６８��２９３）、実際にはタタール

人の来日はそれ以前である。

４３）�日本におけるタタール・ディアスポラについては �������２００４���������２００１�を参照。

４４）�タタール移民エムルラ・アギの日記には、「一人の一生」とあり、男性の商売人が多かったと

考える（����２００３）。

４５）�この時代、ロシア国籍の人が日本や中国に行くのは困難だった。

４６）�����２００３��３７。

４７）�ムスリム・コミュニティとしてのマハッリャはソ連時代に消えたが、１９９９年からモスクが作

られるとともに回復した（��������	
���１９９８��３４７）。

４８）����������２００４��４�

４９）�朝鮮におけるタタール人については ������１９９０��１７８�１７９������２００２������２００１�を参照。

５０）�クルバンガリ（���������	
�������
���������������１９７２）は、コルチャーク将軍やセ

ミョーノフの内戦期シベリアにおける白軍の指導者たちの下の軍隊でムッラとして勤めて、

反ソビエト活動に参加した。彼は、ロシア内戦中に南満洲鉄道株式会社でロシア語通訳者と

して勤め、ハルビン関東軍特務機関長と会った。１９２３年に来日し、１９２８年に「東京回教団」

（東京市渋谷区、４０名）を発足させ、１９３９年までに東京のテュルク・タタール・コミュニティ

の指導者として活動（モスク建設、民族学校やイスラム出版社設立）していた。１９４５年にソ

連軍に捕らえられ、ロシアのヴラヂミル市内の刑務所に送られ、１９５５年まで投獄された。解

放された後、東京に残した家族と会おうとしたがソ連政府に禁じられた。亡くなるまでチェ

リャビンスク地方のムッラを務めた（��������１９９９��１１０�１１１）。

５１）�クルバンガリは、１９２２年９月に日本政府へロシア語で手紙を書いた。この手紙では、トルコ

人は日本人と協力する必要性を述べている（���������	
���１９２２）。エセンベルは、極東ムス

リムを代表して手紙を書いたクルバンガリを「日本当局がイスラム政策を立てることに影響

を与えた移民開拓者であった」と尊敬する（��������２００２��１８０�２１４）。日本がテュルク・タ

タール移民を受け入れた原因の一つは日本民族主義者が対イスラム政策を作ることだったと

筆者は考える。日本民族主義者とクルバンガリの関係については ��������２００４を参照。

５２）���������１９３５。

５３）�同上、��������２００４��２４。

５４）���������２００２��１９２。

５５）�大久保幸次は「欧露タタール人は、商業を愛好する �」（大久保１９２４��５２）と述べ、タタール

人の商業能力を彼らの特徴とする。

５６）�松長�１９９８��２２１�２２５�

５７）����������２００３��１０８�１０９�

５８）���������２００４��４�は、クルバンガリの「アルタイ語族同士」という考え方を強調している。

５９）�板垣�１９７９��１１�

６０）�日本のイスラム政策と「ムスリム・ディアスポラ」については ��������２００２����������２００３��

��������２００４�を参照。
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６１）���������２００２��１９１�

６２）����������２００３��１０５�１２１。

６３）�満州国では、各民族は、ロシア移民登録機関に登録された（���������２００２��２５）。

６４）�１９１８年２月１日にカザンで「イデル・ウラル」という自治州を宣言する民族的な会議に参加

した者たちは逮捕された。その日は、民族の国家を作る一つきりの機会を失う記念日だった

と言われている（��������	
�２００３��１４７）。

６５）����������	
�１９９７��８５��������２００４��イスハキは、１９０７年から１９１０年にかけて、政治流刑囚と

してポーランド民族主義者ピルスキとアルハンゲルスク地方で一緒に住んでいたという。

６６）�イスハキは『ミッリ・ユル』を最初にワルシャワで発行した（�������１９７９��１２０）。

６７）�同上。イスハキはベルリンの印刷所と有利な条件で契約したので、移動した。

６８）�ロシアのスパイの記録による（��������１９３５）。

６９）�最初、ロシア革命に反対するタタール人の金持ちと宗教指導者がロシアを逃がれた。

７０）���������１９３５。

７１）�トルコ人学者エセンベルが言及する「イスラム教との日本の経験は、２０世紀における最初の

実例として、トランスナショナル・ディアスポラが世界の大国の利益を脆弱的にすることを

明らかにする」との指摘は、示唆的であり（��������２００４��４３�）、とくにイスラム教を通じた

テュルク・タタール移民と日本の関係に注目する必要がある。

７２）�１９２３年末にロシア白軍の約９千人はウラディオストックから中国、日本、フィリッピンへ逃

げた。その軍人たちは移民として東アジアにおけるロシア移民のコミュニティに加入した

（���������２００２��１０�１５）。

７３）�当時、ロシア革命後政治的な圧力を受けたロシア移民は家族一緒に逃げた。このため、社会

学的な意味を持つ普通のコミュニティが形成された。

７４）�クルバンガリは、東京のコミュニティのリーダーとして、全東アジアのタタール人リーダシッ

プを持てなかった。その時ハルビンのコミュニティはクルバンガリには反対しなかったが、

時々自治的な政策を行った。

７５）�東京の委員会は１９３４年２月２３日に設立された。神戸の委員会は１９３４年４月に初めての日本の

モスクで設立された。（����������２００３��２０６�２０７）。

７６）�名古屋の委員会は１９３４年３月３０日に設立された。九州の委員会の活動は熊本で１９３４年８月１３日

から始まった（����������２００３��２０６�２０７）。

７７）���������１９３５。

７８）�内務省警保局�１９８０��１４９�１７０�

７９）�１９３４年５月９－１２日に開催された（����������２００３��２０７）。

８０）����������	
��６１��タタールスタン共和国立公文書は、この集会に関するイスハキの「テュル

ク・タタール・ムスリム会議の計画」（手書き、３頁）の書類を保存している。

８１）�����������２００３��２０９。

８２）������������	�����������１９４２��３１６�３１８。

８３）��������������（��１６�２１�０２�１９３６����５１�６�１１�１９３６����１０１�１２�１１�１９３７）。ただ、タヒルは、『ミッ

リ・バイラク』に掲載された彼の記事を４１件だとする。例えば、「新トルコについて」、「ソ連

のロシア語化する政策」、「トルコにおけるロシア移民たち」、「極東における民族の刊行物」、
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「反コミンテルン運動」などを挙げている（�������１９７９��１１８�１２０）。

８４）�����������������２�（１９３５．１１．８．）����１４（１９３６．２．４）����１５（１９３６．２．１４．）����１８（１９３６．３．１３．）��

��２０（１９３６．３．２７．）����２９（１９３６．５．２９．）����９７（１９３７．１０．１５．）����１７８（１９３９．８．１８．）。

８５）�����������������１８（１９３６�３�１３�）���������	
��������������������������������この記事でイスハ

キは「現在の義務はメルケズ（中央委員会）の統一を守ることである」と述べた。

８６）�����������������６３�（１９３７．２．２１．）���������	
����������������������������������２９（１９３６．�

５．２９．）���������	
���������������������


８７）�����������������３７（１９３９．８．１８．）��������	
������������������������������	

８８）�����������������１０１（１９３７．１１．１２）���������	
����������������������。この文章を書いた時、

イスハキは、ワルシャワにいた。

８９）�『ミッリ・バイラク』を発行していた新聞社の人員は、１０年間まったく替わらないままだった。

主要なスタッフは、部長メルケズの総務長官イブラヒム・デブレトーキリヂ、主な記者はメ

ルケズの教育委員会長ルキア・ムハメヂシュ、発行者はメルケズの会計委員会長セルマン・

アイチだった。この三人が、この１０年間、アジアにおけるテュルク・タタール移民の生活を

しきっていた。ルキア・ムハメヂシュの伝記によると、三人は１９４５年８月までメルケズの活

動を指導していた（��������	�２００１��������	
��を参照）。

９０）�コルチャーク（��������	
���������
��������１８７３�１９２０）。帝政ロシア提督。日露戦争に

従軍。内戦期における白軍の指導者。１９１８年１１月＜全ロシア政府＞陸海軍相、次いで同月の

オムスクにおけるクーデタにより＜最高執政官＞に就任して軍事独裁体制をウラル以東のほ

ぼ全域に樹立した。しかし軍事的敗北にともない、翌年末までにこの体制は崩壊した。イル

クーツクで革命委員会の尋問をうけ、銃殺された（事典２００４。２８０頁）。セミョーノフ

（������������������	
��������１８９０�１９４６）。内戦期シベリアにおける白軍の指導者。ロ

シア革命直後、＜特別満洲里支隊＞と称する白軍組織を編制してザバイカル州の革命勢力と

対決した。その活動に着目した日本の参謀本部は武器と資金を提供し、軍事顧問団を派遺す

るなど、密接な関係をもった。１９年末までにコルチャーク政権が崩壊したのち、陸軍中将に

昇進しコルチャークの委任によって＜極東全軍総司命官＞を名乗り、チタ地方に居すわった

が、２０年秋に極東共和国人民革命軍に敗北し、そのころまでに日本の支持も失い、セミョー

ノフの政権は崩壊した。以後、中国に亡命して反ソ活動を続けた。第２次大戦の末期にソ連

軍によって逮捕され、モスクワで尋問をうけ絞首刑に処せられた（事典２００４。４１４頁）。

９１）�松長�１９９８��２２５�

９２）�����������２００３��２０４。

９３）�詳しくは ����������２００３��１９７�２１５�を参照。

９４）�板垣１９７９��１５。

９５）�例えば、��������������（１９３４、��９（８０）頁６－７）は、大久保幸次の活動について記事と彼

の写真を掲載した。

９６）�タタールスタン自治共和国は、ロシア連邦における１９２０年５月２７日に建国。１９９０年８月３０日独立

国として宣言した。現代ロシア中央政府との条件に基づいて特殊状況を持ち（�

� �１９９８��４６７）。

９７）�現在のタタール共和国 ����（前 ���）所蔵 ���������	
��	����������������	
��
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��������	
������������������	�����������������	�
������������������	���������

�����������	
����������	���（��������	
��１９３８��３５）。「イデル・ウラル」という組織に

関する他のソ連の公安委員会の資料は、�����������３５��１９９９��１６７�１６９�を参照。

９８）���������	
��１９３８��３８。しかし、「イデル・ウラル」に関する裁判は、スターリンが担当係官

たちを殺害したため、結局実現しなかった。「イデル・ウラル」という組織を裁判する起訴に

関しては、��������	
��２００２��２３�����������	
�１９９７��１３０�１３３�を参照。

９９）�ソ連共産党のリーダーたちの考えによると、諸民族の発展よりは、諸民族文化などの力を統

一することと、ソ連文化を国際化することとを重視していた。

１００）�『ミッリ・バイラク』には、東アジアにおけるテュルク・タタール移民組織の政府として機能

していたメルケズの宣伝と政策の説明などが記されている。このことから、『ミッリ・バイラ

ク』は東アジアにおけるタタール人の意識に影響を与えたと思われる。

１０１）�ムハメヂシュによって書かれたイスハキの伝記（��������	�）によると、イスハキは、１９３９

年にドイツがポーランドへ侵入したので、ドイツの民族対策に失望した。このイスハキの伝

記は、フェリデ・デブレツキリヂの私的な記録文章に保存されている。

１０２）�このことについて、エセンベルが「イスラム教を共産主義に対するアジアにおける砦とする

という日本のアジア主義の概念は、東アジアに住んでいたクルバンガリ、ラシト・イブラヒム、

他のムスリム・ディアスポラとゲームをしていた」、「解放者を探しているディアスポラは、

１９４１年からアジアにおける日本の宣伝と情報局の道具となった」と述べている（��������２００２��

２１０、��������２００４��４３）。

１０３）�ドイツとイデル・ウラル・テュルク・タタール移民の協力については ��������１９９８参照。

１０４）�ムハメヂシュによって書かれたイスハキの伝記（��������	�）によると、ドイツ軍の代表者

は、１９４２年にトルコにいるイスハキを訪問した。

１０５）�このことについて筆者は現在アメリカに住んでいるタタール移民セレフメト氏から示唆された。

彼はハルビンで生まれ、１９３３年から１９４８年には上海に住んでいた。多くのタタール人は１９４０

年くらいから満洲から上海へ移動したという。その一つの理由として、タタール人少年が満

洲軍に参加させられることに反対したからだ、とセレフメト氏は語っている。

１０６）������������	������������１９４２��３１６�３１８。

１０７）������������	
�２９．０８．１９４１．���３９（２７６）�

１０８）�同上。

１０９）�同上：３１８。

参考文献一覧

１．英語、トルコ語、タタール語文献

��������	
�２００２����������	

����������
����������������������	�
�����������������	


��������	�２００４��������	��
���
��������������������������	�
�	
���������	����������������

����

���������	
�２００２�������������	
���������������������１９３０���������������	
��������������������
����

�����������	�
�����	

���������	
�２００３���������	����
	������	��������������������	
����������	�
������������������

戦前の東アジアにおけるテュルク・タタール移民の歴史的変遷に関する覚書

―　　―��



������������������	�
������������������������������	�
������７�４１�

���������	
�２００４���������	�
���������������	���������������	��
����������������������������	

����������	�
����１９００�１９４５���������������	
��������	
���������������１０９���４�

� ������������	
�����������	�����������������	��１０９�４����������	
�

��������１９７９�����������	
�����
������������
������������

������������	�����������	���
����	��		�����	��������������	
�����

� ������������	��
��
	��������２００１�����

����������	
����	２００３���������	
������������������	���������������	
�������������	�
����������

��������	�
��
�����������	�
������������������������������	
������１９７�２１５�

����������	
�	２００４�����������	
��������������	
����������������������

������������	�１９３５�１９４５�

��������	�２００１����������	
��������������	���� �２９．０６�

��������	�
��
�������������������	
��������������������������

��������	�２００３���������	
��
	������������
	������������������	
���������������������������

���������	�
����������������	�
������������������������������������	�
��������������������

��������	��
��������８６�１０４�

��������	
�	２０００����������	��	
	�����������������	
��������������	����������

����������	
������
����（����������５��１９４５�）�

����������	
�２００３���������	
������
�����������������������	
�����������������������������

������������	
�������
�������	����������	�
������������������������������	�
������１０５�１２１�

��������	
�	１９９４�����������	
��	��	���������������������	
�����	������	����

�������１９９０����������	��������������	������� �����７�

����������１９９９�����������	
�����������������
�	��������������	��	
������	����������１８９８�１９１４��

��������	
���������

��������������	�１９２９�１９３８�

２．ロシア語文献

『北東アジア研究』第１０号（２００６年１月）

―　　―��

 . 2003.   . . 

 . 200 . -    .  . 

 . 994   // .  3-4. . 28- 35. 

 . 2002.    (   «  – »). . 

 .  . “    «  -   

»”.    .  .  , 

  ( 887- 954 .).  246 .  .  6 . 

Archive KGB 938.        

-  -   – « - ». 

.  09.  5, # 34, 35, 38. 

 . 2004.   .       «  

». ,  5. . 62-65. 

 . 997. -   :    – 30-  . 



戦前の東アジアにおけるテュルク・タタール移民の歴史的変遷に関する覚書

―　　―��

 . 2004.       (  ). http://tatarica.yuldash.com/biography/ 

article26 

 . 200 .    :  . , 

  . 

 . 200 /2.    -     

.  . , -   - . 

 . 2003. “ -    .   «  »”. 

 ,  4. http://www.tatar-history.narod.ru/turk_migracion.htm 3.09.2004 

 . 998. . 

 . 999.   . . 

 . 200 . -     :   

     . 

http://tatar-history.narod.ru/turk_migracion.htm 20. 2.2003. 

 . 

 . 994. “ ,    (    20–40-  )”. .  3–4. . 

52–55. 

 . 998.   .   -    

   . . 

  35. 999. “     -    

     -  938 . 3.   

 « - » ”. // . . .   

.         « ». . 

 . 2004.    . . 

 . 993. - .  . 

 . 2002.       . http://world.lib.ru/k/kim_o_i/f rtf.shtml., 

6/ 2/2002. 

 . 2002.    :   (20-40-    ). 

. 

, 935.   -      

.      465  23  935 . 

 09,  7,  35. 

 . 2002.     20 . , 2003. 

 . 2002.  . .  - :  

  . :   . 

“ -  ”. 942. //   :   . 

. . . . . . 3 6-3 8. 

 . 2003.  . . 



３．日本語文献

イブラヒム��１９９１．アブデュルレシト・イブラヒム『ジャポンヤ』（��������	
�����������������

���������	��
������）（小松香織・小松久男訳）（東京、１９９１年）。

板垣　１９７９．板垣雄三『１９３０年代におけるイスラム研究』［シンポジウム「わが国における中東地

域研究に関する現状と展望」－情報と討論の記録］（昭和５４年）。
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小村　１９８５．小村不二男『日本イスラーム史』（東京、昭和６３年）。

���������	
���１９２２���������	�
���
�������������１９２２��０３６７６�０３６９４����������	
��	����������	
�����

������������	�
�����������１�１�２�１�２�。

事典　２００４．『ロシアを知る事典』（東京、２００４年）。
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